
主体的に学びを進める児童の育成
ー算数科における児童が自ら学びを進める

授業モデルの開発を通してー

「児童が自ら学びを進める授業モデル」
活用のための補助資料
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はじめに

この資料は、「児童が自ら学びを進める授業モデル」を
実践するための補助資料です。
「モデル図」、「デジタル教材」と併せて御覧ください。
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モデル図

こちらが「モデル図」です。「児童の活動」に
焦点を当てて、特徴を説明します。
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一斉指導

見通し 解決

学習過程

課題把握

児童の活動

個別の時間 一斉一斉

振り返り・次の課題設定

一斉指導による全体への指示・発問は、授業の
「開始」と「終末」に行います。

課題の確認
活動内容の確認

開始の
指導

答えの確認
数学的な見方・考え方の価値付け

終末の
指導
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「個別の時間」

「個別の時間」は、児童が自分に合ったペースで
課題解決を進めます。

見通し 解決

学習過程

課題把握

児童の活動

個別の時間 一斉一斉

振り返り・次の課題設定

自分のペースで学習を進める時間
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学習過程

児童が進める問題解決の過程を、４つに整理しました。
各過程における指導のポイントを説明します。

見通し 解決

学習過程

課題把握

個別の時間 一斉一斉

振り返り・次の課題設定

本時の課題や問題を
捉える過程

解決の見通しを
   もつ過程

課題や問題を
解決する過程

  次の課題を
見いだす過程
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「課題把握」「見通し」の活動では、デジタル教材を
活用しながら、一人一人に指導・支援を行います。

見通し 解決課題把握

個別の時間

振り返り・次の課題設定

「課題把握」「見通し」

【デジタル教材】
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支援が必要な児童は
「ヒントを見る」を
クリックする。

数学的な見方・考え方を
働かせるための手だてを
ヒントとして提示する。



「解決」の活動では、一人１台の学習者用端末上で、
他の児童の取組を参照できるようにします。

見通し 解決課題把握

個別の時間

振り返り・次の課題設定

解決

デジタル上で
情報を共有
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「振り返り・次の課題設定」の活動では、さらに追究したい
課題を設定して探究したり、応用問題に取り組んだりできるよ
うにします。

見通し 解決課題把握

個別の時間

振り返り・次の課題設定

振り返り・次の課題設定

【検証授業での実際の取組】
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統合的に考える 応用問題に取り組む発展的に考える
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学習過程（学習の進め方）の指導
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数学的な見方・考え方を働かせるための支援

教師の役割

教師の主な役割は、次の２点であると考えています。
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学習過程（学習の進め方）の指導
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モデル図に示した４つの学習過程について、板書やデ
ジタル教材を活用して、児童が自ら解決を進めることが
できるように指導します。

見通し 解決

学習過程

課題把握 振り返り・次の課題設定

【板書】

自ら解決を進めることが
できるように指導

【デジタル教材】
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数学的な見方・考え方を働かせるための支援

「数学的な見方・考え方」については、次の３つに
整理しました。

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，根拠を基に筋道立てて考え，
統合的・発展的に考えること  【小学校学習指導要領解説算数（平成29年７月）ｐ.７より抜粋】

「数学的な見方・考え方」とは

モデル図について 教師の役割について 終わりにはじめに

【数学的な見方・考え方①】

数量や図形及びそれら
の関係などに着目して
捉えること

【数学的な見方・考え方③】

統合的・発展的に
考えること

【数学的な見方・考え方②】

根拠を基に筋道を
立てて考えること
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「数学的な見方・考え方」を、児童が各過程で働かせ
られるように、それぞれの児童に適した支援を行います。
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数学的な見方・考え方を働かせるための支援

見通し 解決課題把握 振り返り・次の課題設定

【数学的な見方・考え方①】

数量や図形及びそれら
の関係などに着目して
捉えること

【数学的な見方・考え方③】

統合的・発展的に
考えること

【数学的な見方・考え方②】

根拠を基に筋道を
立てて考えること
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終わりに

最後まで御覧いただき、ありがとうございました。
今回の研究では、1単位時間の授業モデルを開発しま
したが、今後は、単元全体を踏まえて授業デザインを
行うことが必要であると考えています。
また、本授業モデルのような授業形態について、

活用場面を検討することが必要であると考えています。

モデル図について 教師の役割について 終わりにはじめに


	スライド 0: 主体的に学びを進める児童の育成 ー算数科における児童が自ら学びを進める　 　　　　　　　　　　　授業モデルの開発を通してー
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

